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　先月下旬の台風１７号の強風で糸

島市川付、宇美八幡宮のご神木、推

定樹齢千年以上のイチイガシが根こ

そぎ倒されたと地方紙が報じていた。

剣友の皆様に被害はなかっただろう

かと案じている。

　本欄でも度々紹介した、伊都国王墓

周辺の畑の持ち主達が協力し合って

十数年前からコスモスを植えている

が、そのコスモスが強風で、折れては

いないが大きく倒れている。自分の

生命力でまっすぐに立ち直って無事、

見事な花を咲かせてくれることを祈

るばかりだ。

このコスモス畑には結構手をかけて

いる。まずコスモスのためだけに年

間７～８回は畑を耕す。もちろん畑

の畦の草刈りもする。

　突然の自慢話で恐縮だが、小生はト

ラクターでの耕耘（こううん）が得意

だ。元々農家の生まれだが米はおろか

ナスやキュウリの一本も自分で作っ

たことはない。跡取りとは名ばかり

の不孝極まりない出来損ないである。

田んぼは専業農家に預けているが畑

はじめに



2

はじめに

はそうもいかない。それで除草を兼ねて数十年も前からトラクターで畑を耕してき

た。最初の頃は耕した爪の後が蛇行していてなんとも気分が悪かった。そこで効率

性を度外視してとにかく真っ直ぐに耕耘することに全神経を集中してきた。そこで

分かったことがある。

　トラクターの鼻先には目印兼用のメーカーマークがある。真っ直ぐに進もうとそ

のマークと目先の畑面を凝視していたら地面の微妙な凹凸で自然に曲がってしま

う。かといって往復した轍の跡を見ながらやっても同じであった。ある時､ ふと気

付いた。１００メートルほども先の立木の一本を見つめて耕耘し､ 折り返したらま

た次の正面の木に目標を移す。それを繰り返し、些細な目先の凹凸や轍に惑わされ

ることなく遠い目標に向かって進んでいくと、結果的に仕上がりがまるで製図台で

平行線を引いたみたいに綺麗に仕上がったのである。

　たまたま通った専業農家の人が車を停めて「ホオッ～」と言った顔で眺めてくれ

た。トラクターでの耕耘など無縁の剣友の皆さんに長々と自慢話で申し訳なかった

が、ポンコツトラクターに跨がる度に、何かと同じだよなあ～といつも思っている。

　そう、目先のことにとらわれるな、来た道を振り返るな、遠い目標に向かって真っ

直ぐに進め、修行の眼目だ。

　以前も紹介したことのある故弓道範士十段鴨川信之先生のお言葉。先生は長崎県

北松浦郡のご出身だが、その地方の方言で「かんまじに」と仰有っている。

何事にもとらわれるな、かまわずに心を正して、素直な気持ちを忘れることなく、

的に中てたい、見る人に上手だと思われたいといった欲望なり見栄を一切捨てて的

に集中せよ、一身に引け、と。

ただただ遠い目標に向かって　「かんまじに」
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主な活動・十・十一月の予定

主な活動

　十月・十一

９月８日福岡県居合道段位審査会

9 月 1日（日）	 	 第 46 回居合道中央講習会	 全剣連	 京都市
 
　　8日（日）	 	 福岡県居合道段位審査会		 福剣連	 福岡武道館
 
　 22 日（日）	 	 福岡県居合道伝達講習会		 福剣連	 福岡武道館

１０月１９日（土）	 第 54 回全日本居合道大会	 全剣連	 高知

１１月　３日（日）	 地域稽古会（飯塚）

１１月　９日（土）	 剣道・居合道・杖道「教士」称号筆記試験	全剣連	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 ホテルサンライン福岡
 	
　　　２４日（日）	 居合道部稽古会・級審査会	 居合道部	 福岡武道館
 	
	 ３０日（土）	居合道６・７段審査会	 全剣連	 東京都
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９月８日福岡県居合道段位審査会
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　あっという間に暑い夏が終わり、もう秋の気配が近くに、彼岸花は真紅に咲き誇
り、刈り取った田んぼの茶色と刈り取りを待つ稲の金色とグリーンに赤がよく映え
ています。
　我が家ではすでにコスモスが鬱陶しいぐらい生えています。
　先日、みやびな香りというのを、道場の稽古仲間が作ってくれました。そういう
香袋などを作るためのマスターを持っておられるとかで今は私の名刺入れの中で
珮
はいご

後に香を薫らせている。
　うちの庭にも少し想いを巡らせて「フジバカマ」なるものを植えてみた。（６株
のうち１株は見事に虫に食われてしまいました）これを乾燥させるとなんともいい
香りがするそうで、万葉の時代では一番人気だったそうです。
　普段汗をいっぱいかきながらも、少しした小物にこういう香りなどの配慮がある
のもなんとも思いやりのある優しいことでは無いかと……。歳のせいもあるのか夏
には家内に散々「臭い」といわれ、洋服にファブリーズやら、体中に制汗剤やらを
多用したこともあり、タイムリーにいただいたのでありがたく使わせていただいて
います。また香りには不思議な力がいっぱいあるらしく、すでに老人施設で頭痛や
体調不良、痛みの緩和などにも使われているとのことです。かなりエネルギーが高

いらしく、恋文や魔除け等ほか、空間の
浄化作用があるらしい。
（スピリチュアルまで来ると「ほんまか！？」って言われそうなの

で「知らんけど」と関西人風に付け加えておきます ^^）

　　いい匂いのする所にはいいエネル
ギーが……。武道の汗の匂いだけではな
く稽古場の環境問題もおしゃれで楽しく、
クールで、S

魅 力 的

EXY にというのはいかがで
しょう。
（あくまで一個人の感想です）


